
執
筆
者
紹
介

埋
　
田

　
重

　
夫

　（
靜
岡
大
學
學
術
院
人
文
社
會
科
學
領
域
教
授
）

高
　
橋

　
良

　
行

　（
教
育
・
總
合
科
學
學
術
院
教
授
）

土
　
佐

　
朋

　
子

　（
東
京
醫
科
齒
科
大
學
准
教
授
）

大
　
森

　
信

　
德

　（
法
學
學
術
院
准
教
授
）

伊
　
藤
　
令
　
子
　（
京
都
大
學
博
士
後
期
課
程
在
學
中
）

辻
　
　
　
リ
　
ン
　（
法
學
學
術
院
准
教
授
）

中
　
村
　
優
　

　（
文
學
學
術
院
助
手
）

鱒
　
澤
　
彰
　
夫
　（
大
東
文
化
大
學
外
國
語
學
部
非
常
勤
講
師
）

古
　
屋
　
昭
　
弘
　（
文
學
學
術
院
教
授
）

荒
　
木
　
典
　
子
　（
首
都
大
學
東
京
人
文
社
會
學
部
准
教
授
）

髙
　
山
　
亮
　
太
　（
博
士
後
期
課
程
在
學
中
）

野
　
原
　
將
　
揮
　（
成
蹊
大
學
法
學
部
准
教
授
）

千
　
葉
　
謙
　
悟
　（
中
央
大
學
經
濟
學
部
准
教
授
）

平
　
田
　
眞
一
郎
　

秋
　
谷
　
裕
　
幸
　（
愛
媛
大
學
法
文
學
部
教
授
）

編
集
後
記

　
　
　

◇ 

　『
中
國
文
學
研
究
』
第
四
十
四
期
を
お
屆
け
す
る
。
投
稿
者
各
位
、

査
讀
を
擔
當
さ
れ
た
會
員
各
位
、
印
刷
所
の
關
係
者
各
位
に
篤
く

御
禮
申
し
上
げ
る
。

◇ 

　
こ
の
た
び
、
二
〇
一
九
年
三
月
を
以
て
古
屋
昭
弘
教
授
が
退
職

さ
れ
る
。
二
〇
一
七
年
度
總
會
で
承
認
さ
れ
た
通
り
、
本
學
中
國

語
中
國
文
學
コ
ー
ス
專
任
教
員
の
退
職
に
あ
た
っ
て
本
誌
紀
念
號

の
刊
行
は
し
な
い
と
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
古
屋
教
授
の
「
自

訂
略
年
譜
・
論
著
目
録
」
の
掲
載
の
み
と
し
た
。
御
諒
解
い
た
だ

き
た
い
。

◇ 

　
昨
年
度
の
稻
畑
耕
一
郞
教
授
（
現
早
稻
田
大
學
名
譽
教
授
）
に

續
き
、
今
年
度
ま
た
古
屋
教
授
を
見
送
る
側
と
し
て
は
大
變
に
寂

し
い
思
い
で
あ
る
が
、
世
代
が
移
り
行
く
の
も
世
の
習
い
、
良
き

も
の
の
繼
承
と
活
用
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
更
な
る
發
展
を
こ
そ
、

去
ら
れ
る
方
は
望
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
今
號
の
内
容

に
も
自
ず
と
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
う
し
た

學
術
の
新
陳
代
謝
の
場
を
提
供
し
續
け
る
本
誌
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

◇ 

　
新
し
い
も
の
と
い
う
の
は
、
既
存
の
も
の
が
あ
っ
て
こ
そ
生
じ

る
。
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
も
の
は
、
今
ま
で
に
あ
っ
た
も

の
の
存
在
に
よ
っ
て
、
新
し
い
と
規
定
し
う
る
か
ら
だ
。
あ
る
い

は
、
私
た
ち
は
先
人
の
積
み
重
ね
て
き
た
山
の
上
に
、
さ
ら
に
高

く
な
れ
と
、
ま
た
石
を
積
み
、
土
を
重
ね
る
。
た
だ
一
つ
の
石
、

一
握
り
の
土
で
は
山
の
高
さ
は
さ
ほ
ど
變
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

土
石
を
積
み
續
け
る
人
々
が
絶
え
な
け
れ
ば
、
山
は
さ
ら
に
高
く
、

そ
し
て
形
を
變
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
行
爲
は
、
確

固
と
し
た
土
臺
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

◇ 
　
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
は
ま
だ
五
十
年
に
滿
た
な
い
學
會
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
さ
れ
ど
五
十
年
で
あ
る
。
創
設
期
の
先

生
方
は
と
う
に
早
稻
田
を
去
ら
れ
、
そ
の
先
生
方
に
直
接
教
え
を

受
け
た
世
代
が
退
職
の
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
教

え
子
が
全
國
各
地
で
次
の
若
い
世
代
を
育
成
し
て
い
る
。
本
誌
は

そ
う
し
た
會
員
諸
氏
に
よ
っ
て
投
じ
ら
れ
る
熱
意
溢
れ
る
一
石
を
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
積
み
重
ね
て
い
く
土
臺
で
あ
り

た
い
。
ま
ず
は
、
目
前
に
あ
る
五
十
期
を
目
指
し
て
、
今
後
と
も

會
員
諸
氏
の
ご
支
援
を
願
う
次
第
で
あ
る
。 

（
柚
梅
）
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愧
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